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課題名

1５施設野菜の塩害に関する研究

（２）促成ナスに対するかんがい水及び土壊中のIIiaCl濃度

の限界

分類 ①

試験研

究年次 １～２年（完了）

Ｉ目的

促成ナスに対するかんがい水及び土霞中のＮａCl濃度の許容限界を明らか

にし、施設野菜の塩害対策資料とする。

Ⅱ試験方法

１供試品種黒陽（台木赤ナス）

２試験区の構成
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注）①各Ｃｌ-濃度はＮａClで調整。９

②定植前の土壊中のＣｌ-濃度が１０

200,400ｐｐｍになるように調整。－

３試験規模みかんコンテナ（５６ｘ３６ｘ３１ｃｍ）３連制

４耕種概要栽培法土耕ガラス室加温栽培

作型促成栽培
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施肥コンテナ当たりN-P205‐K２０３０ｇ－２０Ｒ－３０ｇ（有機配合）

収穫期間１０月～４月（１年度）１０月～６月（２年度）

５供試土壊二日市土壌（中粗粒灰色低地土）

土性ｐＨ(H２０）ＥＣＣＥＣＣｌ‐濃度

砂填土６．５１２０解Ｓ/c、９．５me/1009 ８０ｐｐｍ

６かん水方法土製のｐＦ値が２．３になったら、量大要水量に達するまで

コンテナ上部から各濃度の処理水をかん水。
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Ⅲ主要成果の概要

促成ナスでは、全栽培期間中かん水する場合、かんがい水のＣｌ‐湿度は１５０

ppmが上限値であり、栽培期間中の土裂のＣｌ‐濃度が300ppmを超えると減収し
て果実品質は不良となる。

１Ｃｌ-濃度が150ppmのかんがい水を全栽培期間かん水しても、収量、果実
』

品質への影響は小さいが、300ｐｐｍ以上のかんがい水では大きく減収し、障

害果の発生割合も多くなる。

２栽培期間中、土壊のＣｌ‐濃度が300ppmを超えると収量は井戸(水かん水よ

り減少する。土製のＣ１‐濃度が同程度でも、定植前から土壊にＣｌ‐が集積

している土製ほど収量の低下が著しい。

３土製中のＣｌ-濃度が300ppmを超えると障害果（つや無し果、ブクナス果、

石ナス果）の発生が多くなり、Ｃｌ-湿度が高くなるに従ってその発生割合
も増加する。

４ＮａCl濃度が600ppm以上の水をかん水すると果実硬度は硬くなる。
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呪重、果実の品質及び跡地土認の楢

濃の発生訓合.
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Ⅵ今後の研究上の問題点
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